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　11　はじめに

　養護施設の杜会化に肉する研究報告も今回で3回目と

なる。昭和5窄年度g； 「弛球雛傘1こ機態すう肇曄施誰g南

肪咽する瞭蜘学嫡究』．と、しズ・懸騨曜

会化の購と顧の意輝華行レき・そ9玲析を諦
た畝年度に1ま・熱を鱒； して施糊辺地球、（騨

を中麗撚そ畢吻 嘩興・．鰍明騒鰍
と苑設存F）県体的をク・わ堕に？いての開査奪すすやた。

地域酌特色1 施設の歴史的背景等を考樽 し，卑享4声所，

脚麺嘩そ卿卑嘩科た・単等9嘩醐の
橡は・本鞭瓢45勢貫軍饗告堺ある9 』・

・冷年度は・』；れまでの華晦簡研穽を車含にして・ 施誰

り茸傘些り昇体的展開過程φ分析脅試夢，さらに，、輝誰

と地域社会との髄蘇の状僻額化し・騨イヒ郷

きめφテ 干ツクポイひ鱗畔ψ映逸の聯
多・

チごッ舛イ》・ト械めねら購 まず

、第7監九咳即鹸紺靱 と樋し隆晦
勲社熱」．とは働・ そ嘩餌定脅邦め嘩会化
の目標の舅確化をはかること，また逆に概念規定をする

過程を通してチニックボイソト項目を検討するという相

互往復作痢を重視する。苓の4と皆よって「社会化』ρ

内輿力ζ確誌できる。．．

　第二に，施設と地域社会との相互関係を具体的項目の

チゴラクによって客観視し，．どこに問題があるか自琶診

断ず浄・その眩糊肇化する・また嗜れ壱よ難羅

紛析することにつながり・鰻の傾1句・ つまり騨上

ρ卿硯見輔躯の向上につなげマ’く騨でき
る。，

幣こ・樺設が共通頒目をチニツぞするこ雀によ
り，杜会化のブロセス渋び発展段階が，ある程度，1指数

化でき」、施設の社会化の標準化，あるいは類型化が可能

1となり，さらに施設の独自性がクローズアッブされるポ

以ム脚絵鐸髄樽えて・その地域が1艶設
』比期待している機能とその施設の限界を，は握する寧が

可能となろう。

今回灘郡細和 ク桓ソト碧碗蝸こ聾
よ賭卿馳＋塵噸、し・鵜児蝉櫛難鱈
期可能嫡のとして修正し都くことをねら酵．して

ヤ・る。 今辱の輯告畦橡群撃隣塗キに磨う華誰施誰テモッ

ぞザィγト作牌の基，本鰹な多え方 と項目g主蓼もφ碧聖

心どした簡単な経過報告掩あ多三≧を諮断りしておく隻．

　El・ごr施設の社会化」 チ5ヅクポイン・ト項目
「・；

　　』護定φ経緯∫ ・君 ・〕1熟㌧〉㌧

　　　　　』 吋㌔ll 一二 ∵／俄」塚嶽1G　l

養護擁鰍会惚㌃嫁萎秘，墜僻す解当
一ら竃全纐嘩勲嶺ゆ脚鷲醐の郷幣て
み馨次似う1嗜鮪樋・・』、

d）』鰍の地騨脚勲蹴
鯨桝㌧： r構麟腰趣う地騙脚輝購

展を図為こξにょリプr韓殿利馬者φ弩会隼潭の捧事タ，

鯉喚灘即福蜘判 を即とレて陣騰輔
成癖業を実施している。昭和53年度には，33施設に地域

活動育成費補助を行った。33施設の内訳ほヂ児孟福祉施

諌燦 （類撒9，母子寮2・精禰弱児施設2・教

講1）峨人州聯設が1⇔（老人ホ岡ム等11・購

鞭生施欝7激郷設黛艶る・　，
，，，

この二33鰍が鯨都峰出脚i雌獅麟計嘩
年，牒鰍鮪戯麟蝋費く現牟皆撫てい
騨の地域吻内容と主な瞬礁珠？と馳
である。

渤内容は第1罫魁存よ 弧’ 」ツ鹸鍵
瓢納齢レ烈冨峡・状会等・施輝甲者と：
地域住民との交流 （行事への参加によるふれあい程度）』

を中心としたものが％を占めている。施設の理解を深め
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第1表　地域活動凄業の内容
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』活卿獅訴融行象して年ドξ向ζ沸轍が

麟く1磁噸を通雌無七鰹餌一磁
設，これは専門的》』ピズを皆ろてレ％芝乏ちさあるボ

活勲⑫対象は斎行事さの参加奄呼び蛮娩貧廼塚住民iと施

設利用者の交流を図る内容のものセ奏賛定璽敷嬉限定せ

遡賦，麹和聯も含め徽難駒郷灘で
ヤ’る1契専脚サ辞糖提蜘て蜂轡は・当然
の蔚ある厩の対舗二部の者曝5蜘郵鰍
ば老人に対する栄養ζ懸騨1無嘗りφ饒考人の

櫛断墜蟹聯る轟軌鯵妙程騨1、委員
会鯉桝畔騨階施韓柳者糟黙表麺わ
プ∫騒9遡曝rスタ 塑ホ鱒卿県だ昨鯵
鯉騨、轡・翠鯉ソ～警聾額粂轡
』第卑表 、地域活勲の成果コ　 、台三ぐ ll乞．・＞こ．

二ニヒ、、i．『
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2 10

和吊者の家族や乳地域9岡体ヂ∋鯉倖民IF宗うシテイラ

等酩前桝で融く陳離ゆ醸ま鯉営に参加
、し煙が鯉嫡γ1で魂』、、

雌活吻きめの広拠1棚縛彦砿ト脚
た畝，騨畔やPT雌⑱取駄麹の参轡

謡譲騎惣物樫ぎ襖喜鰻
これゆ脚融蝿興1し鳩．嬢住鱒、

棘が醗惣1弗』騨利畔の鱒向半顛較ら
撰すう瞬横静である己塒り魚勝麟、網

警離徽こ鷲欝鮪ぐ1摯解騨騨
1以上，簡単に施設ゐ地域活動ああち』ま＼しにぷれそ害差

が誌勧種嬰よ勉卯噸灘ミみら鱒し・擁

鯉置撃 （公立か舞秘こ幽ズ洞じ磯香蘇
解即仕方力勲湊て‘’智地勲醗況1終鱒｝

轡の蓼殉こ郷？1煙讐、蠣麺轡

、”　　　 ’・　 ．㌔こ
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祉’ 施設： 成 入‘福L・祉　一施　 設r［

．ピ、 A・1・㌃　1’『∵，Vζ
…華』護． 擁 護 精薄児 母子寮 ．熱会都鯛嘩者障、誕、，食 r帥

鰍棚考郷過向壷二繕多… 膿
1 1

な 、、

2　～ 3　1｝ 」0因
＿職ヲ員、⑫r資質1向　上
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第3表フェースシート’． r　r

弟o眠　　　工

施　　設　　名

所　　在　　地

Tl耳一r葬．、

経　営　主　体　　　○印

1灘獣オ1：車徽3・糠祉塗奏4一職人

認　可　年　月 昭和 』　　年　　　月 鰍施設の騨　　　　㍑ 　　　’

児童定　員・ 人 ・1（最低聾による）’・』
駿ド員定員　　　　　　　　　　　人、

児童入所実人員 人
職・員1 堤天員∫　　　　　　　　　　 人

内訳 　　　　　一　　　　∫一人
1i

女一、 　　 内訳 ．男　　、 込ll女 1　　人

幼　児　　人i 小学生、 ．　 ㌔人’、 、、鰍長．で「人r麟務　　人

中学生　ガ入・i 僑校生君　1 』人 「操1』母1∵　　・9人i、ヒ招導員　r　　 人

謝II練校生　　人i そめ他一　　1大二
、1』栄養士1読，・1・1人1，調理士　　　　　人

r看護婦！淫甫　・ll人1セラピスト
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1グルーブの担当職員数 入” （　　　　　）　　　　　　　人

　　　　　　　　　1，住　込 　 2し宿　舎
直撚遇曝鋤務形態、，4樋勤（徒拳20分以遠）

3．通　勤（徒歩20分以内）」

，そ卿二（．召、 　　　）三“

．：いこ1 　　、＼
「1’，、断続動務’　2．二交代制i　l 、e3謝三交代制ぞ‘吋4卜，。その他1（」』卦〉
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大変悪い　やや，悪い　　普通　　　　1　卜

1　　　　かなり良い大変良い
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　1、戸 ，1

＼』．
・｝

し」丸㍗』
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　 乙
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．　　l　　　l　　　 眈、｝P、，ず．～ヤ
～、すぎ廓ン、黒　H

■　・
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．の状況
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況1 福柾施設の状況
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　　r』　　　　　臨．　　』』F［． 1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一r

みr 　　　　　　　　　　　　　　　　
1、lrrl隔…㌧ 1・
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住民の施設への
見

璽いや攣’攣殆準い全く召1爵憲的） r 　　！1εこ・．

地域行寧昏のF
民の参加度

殆んど 参加少し 加攣響参加積極牌参加

施設設立年代

）内に年を記入

／” 治H 正唱》 卜聯：1 ・讐 ・4

　　1　　【　【　3r年一鞭 現在・

　　　　　 1 　　I　　　I　　　 1　　　 1
　（　）　（・・） （ ）　（　）　（　） （　）

r　

創設時の施設種別　　○印 　　　　　、
養　護　∫ 5乙．その他（　　　　、　　　）

宗教的背景」
　　　○印

姥ガ蕪翻塑その意（キリスト教（新））

　　唱
設創立の動機

つ選び○印

1、創立者4）個人的動機（宗教ぎ思想・同情プ1 　

て
5，地域住民の要望により　　　

　　　　一外6，行政の福祉計画7，その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』）

創立時の地域との関係 ’L　良かった　　　2。　どちらともいえない3，悪かった　　4．わからない

響蕪徽　、、痴，ε講蹴鷺，磯1，ξ灘犠
施設の社会化とは誌設の利騰め腿の向上と駐徐裕が加のでcのr脳処遇」とEのr臆魏こ関

轍して開力魑雌運営甑・さら噂嶽が ．する鰍的欄助欝」・姫点的にと、り∫あげてみ砿
施設ぺ噛を深め泊分たちり地騨として施灘　章施設ρ齢化に関する基本的錨

漁鵬支えて噸繍磯瞭繭の二一1能れは麟噸目曝勲麟筋るい
ド跡え福祉を向上させていくブ　スであるとするなは広い淋での鰍鰭の方錐、髪地域と姻係が勘

雰離僻騰緊駅く奏躍型往磁・欝藁務ll匙麟亀轟賭羅紫

もの拷えられる・　　　　　護者会の騒概地域関係予算や地域活動中卿故へ
（卸騨鯵こ関して）　　　　 備償対稗噸職1げている．
碗翻会化に関す御的獅、1蹄∫　3・蝉雌管理1 1：1ゾ1◇ミ． …

　B　施設の遮営管理

c膿遇　　　　　　開かれた耀営鯉が琳てヒ勲どゑかをチエ1
・（

域鱗総 ㌧∫〃 　聾ll騰羅獄雛灘驚l
E児麟敵関する個別的指導』助言〔・㍉　　噸賊あげている5

F容菱期的に実施してヤ’轡一で轡φ聯c児耀　 ∵一』・

G教育啓脇　　　　　児董脳轍の中心であ卿撰埃鞭噸
（翻として） 、 』1い、」ぎ！「1き、、

　4表にみるように20項目を蹴露暫ご魑牌麺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くしている・㌧r（最後の翻と←て卿蓼鷺聯過程の、
H繊活動の購展肉羅　　　　チ・ック項目を2・とした他はすベロ・囎ずづ鰯る）…
この鵬施設とそめ周辺地蜘融津握し・そゐ髄処遇の社会化を主に地域鰍の響卿嚇

相関をみるために第3表に示したフ置一スジートカ書必要をあて，．・一3ほ学校との縣4－8瞼天め交流

である・施設の歴史騰蹴の磁ぷまえ・舷乏地域と嚇わり，9一・5をき脚雛醐会性
の構成，生活の形聾，施設の建物設備，職員構成勤窃　　の問題，16～18捻家庭生活とのふれあい』i§～20ほ兎童
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第4表　児童処遇

吉沢他；餐護施設の社会化比関する研究

　　　ヌiに 1　　密度，、1そ、の中で社会性が十分に育づ之いく処遇となづて・

Nαレチェッ噸目 小・評　価・＝7

　児童が学校の課外活動に積極r・㌧
・ 的参加するよ うにすすめや 騨’ ／いい凡：

　　　教師との連けいを重視・し
2・相互に常時連絡をとりあづて、は婚 1　脚｝いえ

3騰？縷緯鰻鰻画～雑恥え一

4顯繋嚥の獅くTばヤ塒唖國

5・ 臆まよく鱗遊ぴ、唖廊、y耐

　児童は地域の友達と近くの遊、
6・園地や児童餌等によく出かけ一はヤ｛　時象 躯晒》え／

7憐甥羅醗舗愉ll 那圃
　児童や職員は地域で催される、、
8 行癖には穣極的に参加 してい

レ

は樫’　　　めい凡i

一施設の日々のプログラもは児．』

10…讐潔雛胤鞠盟獣 1磧い　・1いい凡1

　施設行蛮のいくつかは， 地域
／11住民も対象として企画，、実施 はい・

　している

いるがどうかに重点をおき∫評価を試み1よう一1ど．し二てrい

るずC「ド：’㌧ ・㌧』1r　∵三　ノ　 」 r』汽L二 1』べ
』㌔．D ♪施設誰備の開放』こ』∴ 』1壱

・』ごこでは，二 』、施設の設備を地域年民に開放する事が社会

　　　　　　　　　　　　　　　　　化酒はなく、し、地域のギ←ズ を・ど二れ’だけ，』・は握じて熔る

が，r．また1 卜施設の開放が入所児童の生活，」職員の意欲向

上，、注民の施設理鯉を高めているが否かをそのポイ；ゾト

とした。

　E　児童養育に関す る個別的指導，ピ助言・』』・＿

二
』地域児童の養育間題の相談や，』児童の指導に関する助

言等を行らているがど うか，読また，』・その際の援助方法に

関する項目であ、るて第・5表）誤児壷問題について地域の

実情を1ま握する努力を，施設が積極的に行っ、ているかど

うかが第1のポイ 喚ド廼訪るよ地域住民かぢ相談をもち

がけられた時に， 』施設長や職員が個人的に応対するこ．ど

から， ．款第に施設全体の機能どして組織的にと、り組むよ

弧なる。指導，・ 助言の方欝についてiも職員会議で雅

分に討議されダ定期的にケ細ス研究を行うこ．とが，・1施設

の相談活動の成否を決める要と なる1と思われる。きニマ陰い

曝 巌・ r雇鶴構鹸1麺后函曝二1曜誉

1犠離養鍵醜で舳に少はい， 、いいえ

く．、 児童は， rボ．ラ・ソ、ティ・ア・等・冨施　・　　　　　『　・ ・＝Il「・

欝，毅霧委膝鱒蟹難1、獣、、　1獣峯

i5・懸罐憂朧鋳纒窪・はレ・・幅・え
、，rもつ努力を している rこ

，

li61御課融う に指導をしζ《い　　癒いヤ属
　、る汐．f

“楓伐

爆縫鵬綿讐購’をまレ叢r

司　　　　　　　
　じ　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　

　　ド　児童がで豊るだけ帰宅でき、る、二・は砥
　』ように家庭の指導を，して呼￥る　’．．．

　 　ヤ　じしバコ　 ド　 ス　　　 ロ　　ヘ　　ワ　 　 　し　　　　　コ　ド　 　 　　

陶　’帰宅できない児童のために，　『』　　’一
｛18，F地域住民が伝1日星親，』．精神．里　はい，

　親にな、っ，てし》る

1いい流

覗践をえ1

；嬉籍馨葛多：確脅沸蝋・に1・…　1蘇1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　らトンドこ レくンじ

斜難凝暮襲駿馨：？幽誉極1歯、．・．
L趣え

　　　　　　 ・二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一

処遇の質を左右する施設長や職員の研究㌶研修状況の読

ポ、ズク．である。』道 の中！でも特に㍉＝施設内での旦常生活展

開上，ン児童の自主性を尊重し1地域社会と：のっなが険のノ

、7、聡ζセ靱庫期難ケ，3獅窄僻琉款ヤ｝レ堺

講馨瞬灘鰺纏瀬：1ぎ1諺醸・
ぐ』浦指導， 助言を行う、じどによくり，くi詠そ』・堀r’1尋　 一・ 1乙

うに・特別の体墾．鵜．1嚇脚樋えF

♪，揃回の地城住民の調査で転＝』く畜た訊どり！わ麟施設天所

児童の保護者調査では，＝何が子どもの事で困・ら麗時に安注
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　心して“気軽に相談でぎる身近な施設や機関力｛ほし諮と、二

　いう意見が多ぐ出ざねでいた♂養護施設に入所してぐる！

　児童のうちめ何人かは，・もっと早く適切なアドバイスが

なされていれば施設入所姪らな晦問題力：徽で談

筋うう ど思わ駕る1ケ三畝や，・凋こ：於簾深ぐじない

　で劣んだであろ引ものが多々児受けられるも施設の社会

化の磯能と・しズ；艶域住民に下駄嚇瑚談味られ
る窓・を黙欄徽関との連携、を螂ヒ、し、七’いく1こ、とが

今後期待される。

　　F　定期的に実施し二で》・る1地域要鰐ビネ箏業」て

羅被行ら、腕設融の結馳みる螺、養灘設が地

馳民仰む晦と・して多、僕施し、で略の壱瞭ゆ、

リ爵論娩獄劔傭輪予き絵や膨イスヵ…
　ウトの指導，、・幼児保育等であ巻ま1だ擬こ耽かぢ期待ざ

れ紬の耽で脚腿螺舘時購 ／（sh⑫鋤γ
が上げられたじ二ぞ：こで1・：ヂェ．駈ク張石ン．ト1ど．じては，一

そ＝

　れ等り癖業を実施1しで硲るがどうこが1ど読，う1ごど轟実施に気

際一しては地域住民の参加を得て十分に話，し合っFでいるか

　どうかプ 球た，｛ぞの成果について検討を』して》》るかど
ケ

かを見るひこくと1と興ノているも二廷』子 己、、済碧葺．面「…ニレチi 』、‘

　；れ等卿彩定脚牒靴魯。く薪鱗澱に
とってか励破錘な説乏砺都ぢ海療疎
壁細；支障礫たすこと晦碑り諏即過醸

雛聯膿霧懲奪奪騨チヂ
，愈灘啓蜘二窟ll 』一 ご欝，1ぐ蔭．慰△驚
離についくの関心噂嫡簸質勲翻鱗 ま．

だまだ自分の脚ノ自分碗吻麟勲蘇毒的に認．

識をし，1何らかのかがわりをむづまセ庭杢ぢな∀｛著が多

魅’・ 身近かに難す砺夢£毎繭灘轍会糊
一催し娩さまざま噸唾纏鱒衷獅ξ して

出向いていくこと は1：施設に対する関心を詫め丁る÷づの

舷である6一哲晦灘惣愛嚇鐵ソ

霧講惚鐙遊醗饗1騨ポ1
・』 年民脚緕馳纐ど施：麟亀麟鰻繍
やす騨施脚碗蝉，聴磁麺映紛契脚
づかめないとレ＞旛齢乞 て鹸茗編礫懸簸

魏講欝鷺総繋璽鞭轡
H

騨融唄㈱聯鰐、
、

・期でに碑ぎ斌婦9無の1試イ・・享戯購

碗賭動を騨拓罷でど縁で其体的凝似れ1

蔭糠騰嘩検討驚ため駄施勧秘て鴨骸
触繊醐・齢魏聡鮒に戴ジ グ齢靱．耶

第6表教育啓発活動

Nα卜呼邑・ッ噸目1
福祉問題をテーマ としてし講

千評 ・価
ユ騰鞠蕪湾修会等を ｝ま砺艸咽
　対象は施設関係者やボ．ラソテ
2引イ・7だけでなぐ， 地域住民も’はい＝
　多く含まれている 勢え

・3灘響雰繍髭灘尽一rゆll

　講演会等の実施にあたっては
4・企画の段階がら住民も参加し　な“：

　ている

1レ》いえ

・ゼいえ

こ5糠講撫議た講・は》・
レ恥え

6・ 警妬鱒剣をまい
　見学者，実習生の受けいれは・
7櫻響馨9レ～∴計嘩的1ご指導 1よい

　
　マ　

ニ醤轡～え・

、甑レ～え

・・ 報簿辮馨州識評｝え
　これらの活動が職員の過重負
9」担・とならない一よ「うに特別の体 はい
　制をとっている　　　ご1い．∵ゴ

　　ぼ
1粋いえ

i1・甑瀧鰻鱒索｛え にい1

繊活動の目的訥容1一 館
友び当筋勧状・

況PRめ撚経蝉？脈鰍頃壌無め
励関係礁能辣掬る二認レ蘇の繭猿匙

・際欝雛雲灘難lll編

騨してきたタ鯛趣熊糞イ願曝麟瞬、
面からの評価ボイント 鱒騒扉隷無鳶遡、
㍍肺晶体駄六嫉施卸徳難騰φ勲り1
卵成雌助に踏み協奪登瞬揖鞭騨卿麟必
与ず・し・遡確でな．い謹輔1袖や もす．る雌調瞳

（稠者）の搬生活齢び軌してヤ・るこ とも 献ら
れる碑た逆に撒峰勉擁韓生酵≧籔吻
った状卿こ、レて貸すというr⑩脇るす、職鰍会化と

レ斑φ内祖・繊絵と施設ゆ関麟畔撫の1

ゆる抄つても盤で嚇いP、？麹噂灘無地

難蟹施脚職員と繊船鵠11施謎活都繊
畢と9関即程を璋嬉鰍朱活韻キ4施難活
灘勧獺関徽魑）施繍餉玉（霧鋤7躍
処遇）輝甑同士（地髄帯）曜姫関恥創り出
し・往融質を高めて砥く：ご＆ご，価なが麺㌧照ごと1｝

姫麟の筋る決の概の縣セモ蘇肱ていると
嚥う：実感をデ相互刺激の重視によ1づ・て体感じていくこど1
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吉沢他＝養護施設の社会化に関する研究

を期待したい。

　したがって施設は，施設生活者の二一ドに十分対応で

きる自己完結的機能と，地域社会住民の梢対的二一ドに

対応できる開放的機能及び開発的機能が求められてくる

のである。2r（2）で述べたように，Cの児童処遇，E

の地域社会における児童養育に関する指導，助言の柱だ

てを重視し，肯定，否定の点数のウエイトを考えてい

る。そこで，チェック項目を10ないし20と選定する討議

を亦例を通し，その活動，挙業内容を吟味検討しながら

窺ねてきているづその点数ウエイトの決定，他項目チ革

ック点数とのクロスによる指数算出をし，その評価基準

を明確化しようと試行している。

　過去3ケ年にわたる大量観察調査（施設職員対象，次

いで6ケ所の施設周辺地域住民対象，施設児童保護者対

象）を前提としながら具体的にチニックし，修正を加え

標準化をはかろうとしている途上である。

　チ；ックリストは，一施設一地域毎にするわけで，漂

準化の過程では，施設では全職員のそれぞれの立場から

のものの総合化をはからねばならない。さらにその地域

社会診断のポイソトも明らかにしていく凄即ち，第3表

フエースシートの周辺地域の状況と（雄設職員の総合意

見によるチエッ”）客観的データとして，その施設の周

辺地域の入口構造，流動性，地理的条件，産業動向，生

活水準の状況，文化。福祉・教育・医療保健関係施設の

人口当り 比率などをお『さえることが必要と思料される。

　それにあわせて，施設生活における児童自身の生活態

度，自律性，社会関係の拡大つまり処遇の社会化の評価

の基準を組み合せていかなければならない。その中間

的，．架橋的機能として施設の存在意義を確かめていく必

要があろう。いわば，収容施設の機能の独自性を明確に

することになり 「地域社会の昌一ドヘのフレキソブルな

対応』の中味の地域的特徴が明示されることになろう。
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